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◆聴覚障害教育に関する情報提供や研修への協力
幼稚園・保育所・学校などでの研修会やケース会
などへの協力を行っています。
（例）
・難聴理解授業
・担当者向け研修会
・難聴児の学校生活理解啓発のための職員研修

＜対象＞
・子ども
・保護者
・幼児教育施設・小・中・高等学校の先生方
・教育委員会
・医療・福祉・地域保健施設の方

ニーズに応じて支援します。ご相談ください。

〇きこえやことばの発達について
〇コミュニケーションについて
〇補聴機器や補聴援助システム
〇養育や教育の方法について
〇聴覚障害に伴う学校生活や悩み
〇聴覚障害の理解について
〇進路や将来について など

＜方法＞
・相談は、県の事業の一環として行っております。
詳細につきましては、電話・メール・FAXにてお問い合わせ
ください。

・要請があれば出向いて支援することもできます。
・相談のための費用は一切かかりません。
・相談した内容が他に漏れることはありません。
・個人情報の取り扱いには十分に注意いたします。

◆きこえにくい子への保育、教育を行う先生方
への支援

幼児教育施設・小・中・高等学校に在籍する幼児

児童生徒への具体的な指導や配慮について助言等
をしています。

（例）
・難聴児とのかかわり方
・集団の中での配慮
・ことばを育てるための具体的な支援

きこえにくいのでは？
と言われた。

勘違い、聞き間違いが多い。

場に合わない大声で話す。

職業や自立の話を聞きたい。

自分の意思が相手に伝わらず、
ケンカになってしまう。

聾学校の学習を体験したい。

こんなことありませんか？



入学式
●迎える会
●対面式

●こどもの日会
●交流保育開始
●春の遠足
●居住地校交流開始
●陸上大会

●●●●運動会
●特体連 ●なつまつり

●職場体験学習
●通級指導教室交流会

●動物とのふれあい教室
●卓球大会
●宿泊学習（北茨城方面）
●社会見学
●修学旅行（東京方面）
●修学旅行（京都方面）

●持久走記録会
●●●学校公開
●みんなで遊ぼう会
●●やきいも会

●持久走記録会
●生徒会選挙
●お楽しみ会 ●なわとび記録会

●豆まき
●発表会
●学習発表
●幼稚部入学者選考
●高等部受検

●ひなまつり会
●お別れ会
●送る会
●送る会
●修了式
●●卒業式

幼稚部
遊びや生活を中心とした様々な体験を通して、心身

共に健康で調和のとれた発達を促すことを目指してい
ます。また、個々の教育的
ニーズに応じて聴覚活用を
促し、コミュニケーション
力を育て、幼児の生活に必
要なことばや基礎的な力を
培っています。

相談支援部
〇早期教育相談
きこえやことばに心配のある、0歳から就学前までの

お子さんの養育について継続的な相談に応じています。
聴覚の活用とコミュニケーション態度の育成、言葉を
育てる支援を行っています。サテライト教室を下妻特
別支援学校寄宿舎で実施しています。
〇通級指導教室
小中学校通常学級に在籍している児童生徒がよりよ

い学校生活を送ることができるよう定期的な支援を行
い、在籍校や保護者の皆さんとともに考えていきます。

中学部
基礎基本の定着と確かな学力の向上に向けて、対話的

な活動を計画的に取り入れ、伝え合う、分かり合う授業
づくりに努めています。また、職場体験活動や部活動な
ど様々な活動を通して、豊かな
コミュニケーション力を育てる
とともに、自己理解や他者理解、
社会について考えを深め、将来
を意識したキャリア教育の充実
を図っています。

小学部
きこえにくいことに配慮し、心身の調和的発達を目

指しています。話し言葉の習得拡充と読み書き学習へ
の移行を丁寧に行い、基礎学力の定着を図ります。
また、安定した人間関係
を基に、社会性の伸長と
自己認識に取り組んでい
ます。

発表会<幼稚部>
歌や鍵盤ハーモニカの合奏、

劇の発表をします。役になり

きって堂々とせりふを言った

り、挿入歌を歌ったりします。

聴覚活用
確かな
日本語

交流及び
共同学習

キャリア
教育

運動会<全体>
日頃の学習の成果を発表し、

同じ目標に向かって協力し合

うことを目標に、各部の競技、

表現など、幼児児童生徒が手

を取り合ってチームの勝利の

ために力を合わせます。

●●読字力検定
●英語検定

職場体験学習<中学部>
一般事業所で働く人々と

接し、働くことを体験する
ことで、働くことの意味や
理解を深め、自立に向けた
力の育成を図っています。

交流保育<幼稚部>
阿見町立の保育所に4歳児

が出向いて通常保育に参加し

たり、聾学校に遊びに来てく

れた保育所のお友達と遊んだ

りしています。

関東聾学校卓球大会<中学部>
関東地区聾学校の中学生が集

まり、東京で行われます。大会

に向けて、積み重ねてきた練習

の成果を発揮する集大成の場と

なります。

学習発表<小学部>
教科で学んだことや調べ学習

のまとめを相手に伝わるように

工夫して発表します。

迎える会<小学部>
先輩が、新入生のために

計画・運営を行っています。
みんなが楽しめるように考
え準備し、みんなに伝わる
ように工夫しています。
新入生のうれしそうな姿が、
思いやりの気持ちや自信に
つながっています。

●●読字力検定
●英語検定

●●読字力検定
●英語検定 ●感想画集発行

●読書感想文

●幼稚部 ●小学部
●中学部 ●相談支援部

コミュニケー
ション力
の育成

基礎基本の
定着と学力の

向上

安心安全な
学校生活

●秋の遠足
●職場体験学習

心身ともに
健康な子ども


